
株主資本等変動計算書

（自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日） (単位：千円)

株 主 資 本

資 本 金

利 益 剰 余 金

利 益 準 備 金
そ の 他 利 益 剰 余 金

別 途 積 立 金 繰越利益剰余金

平成27年４月１日残高 4,000,000 1,000,000 20,000,000 8,417,672

当
期
変
動
額

剰 余 金 の 配 当 △193,300

当 期 純 損 失 △1,907,591

株主資本以外の項目の当期変動額（純額)

当 期 変 動 額 合 計 － － － △2,100,891

平成 28年３月 31日残高 4,000,000 1,000,000 20,000,000 6,316,780

（単位：千円)

株 主 資 本

利益剰余金

自 己 株 式 株主資本合計
利 益 剰 余 金 合 計

平成27年４月１日残高 29,417,672 △482,400 32,935,272

当
期
変
動
額

剰 余 金 の 配 当 △193,300 △193,300

当 期 純 損 失 △1,907,591 △1,907,591

株主資本以外の項目の当期変動額（純額)

当 期 変 動 額 合 計 △2,100,891 － △2,100,891

平成 28年３月 31日残高 27,316,780 △482,400 30,834,380



（単位：千円)

評 価 ・ 換 算 差 額 等
純資産合計そ の 他 有 価 証 券

評 価 差 額 金
評価・換算差額等合計

平成27年４月１日残高 6,228 6,228 32,941,500

当
期
変
動
額

剰 余 金 の 配 当 △193,300

当 期 純 損 失 △1,907,591

株主資本以外の項目の当期変動額（純額) △3,205 △3,205 △3,205

当 期 変 動 額 合 計 △3,205 △3,205 △2,104,097

平成 28年３月 31日残高 3,022 3,022 30,837,402

　(注) 千円未満を切り捨てて表示しております。



個 別 注 記 表

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）

１．資産の評価基準及び評価方法

　(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

①満期保有目的の債券……償却原価法（定額法）

②そ の 他 有 価 証 券……時価のあるもの…当事業年度末日の市場価格等

に基づく時価法（評価差額は、

全部純資産直入法により処理

し、売却原価は、移動平均法

により算定しております。）
……時価のないもの…移動平均法による原価法

③関 係 会 社 株 式……移動平均法による原価法

(2)たな卸資産の評価基準及び評価方法

評価基準は原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）によっております。

評価方法は先入先出法によっております。

２．固定資産の減価償却の方法

①有 形 固 定 資 産

(リース資産を除く）

……定率法によっております。ただし、平成10年４月

１日以降取得した建物（建物附属設備は除く）に

ついては、定額法によっております。なお、主な

耐用年数は以下のとおりであります。
建 物…31～50年

建物附属設備…６～18年
②無 形 固 定 資 産

(リース資産を除く）

……定額法によっております。ただし、ソフトウェア

（自社利用分）については社内における利用可能期

間（5年）に基づく定額法によっております。

③リ ー ス 資 産……リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする

定額法によっております。



３．引当金の計上基準

①貸 倒 引 当 金……債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権

については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特

定の債権については個別に回収可能性を検討し、

回収不能見込額を計上しております。

②賞 与 引 当 金……従業員に対する賞与の支給に備えるため、支給見

込額に基づき計上しております。

③退 職 給 付 引 当 金……従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末に

おける退職給付債務及び年金資産の見込額に基づ

き計上しております。

④役員退職慰労引当金……当社の役員の退職慰労金の支給に備えるため、内

規に基づく当事業年度末要支給額を計上しており

ます。
４．消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税抜方式によっております。

（貸借対照表に関する注記）

１．有形固定資産の減価償却累計額 70,838,844千円

２．関係会社に対する短期金銭債権 1,212千円

関係会社に対する短期金銭債務 49,963千円

３．担保に供している資産 土地 3,398,369千円

担保に係る債務 長期借入金 356,400千円

１年内返済予定の長期借入金 92,600千円

４．有形固定資産の圧縮記帳（直接減額） 144,822千円



（損益計算書に関する注記）

　 関係会社に対する売上高 17,702千円

　 関係会社からの仕入高 226,948千円

（株主資本等変動計算書に関する注記）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当事業年度末

発行済株式

普通株式 8,000千株 － － 8,000千株

自己株式

普通株式 268千株 － － 268千株

２．配当に関する事項

　①配当金支払額

平成27年6月17日開催の定時株主総会において、次のとおり決議しております。

株式の種類 普通株式

配当金の総額 193,300千円

1株当たり配当額 25円

基準日 平成27年3月31日

効力発生日 平成27年6月18日

②基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となる

もの

平成28年6月22日開催の定時株主総会において、次のとおり決議を予定しておりま

す。

株式の種類 普通株式

配当金の総額 193,300千円

配当の原資 利益剰余金

1株当たり配当額 25円

基準日 平成28年3月31日

効力発生日 平成28年6月23日



（税効果会計に関する注記）

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

　（繰延税金資産）

賞与引当金 27,643千円

未払事業税等 17,792千円

役員退職慰労引当金 54,639千円

退職給付引当金 107,458千円

減価償却 1,026,536千円

貸倒引当金 26,235千円

資産除去債務 47,237千円

固定資産解体関連費用 921,881千円

環境対策費用 115,468千円

その他 25,203千円

繰延税金資産小計 2,370,098千円

評価性引当額 △453,363千円

繰延税金資産合計 1,916,734千円

　（繰延税金負債）

資産除去債務に対応する除去費用 5,054千円

その他有価証券評価差額金 1,333千円

繰延税金負債合計 6,388千円

繰延税金資産の純額 1,910,346千円

２．法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正

「所得税法等の一部を改正する法律」及び「地方税法等の一部を改正する等の

法律」が平成28年3月29日に国会で成立したことに伴い、当事業年度の繰延税金資

産及び繰延税金負債の計算（ただし、平成28年4月1日以降解消されるものに限る）

に使用した法定実効税率は、前事業年度の32.34％から、回収又は支払が見込まれ

る期間が平成28年4月1日から平成30年3月31日までのものは30.86%、平成30年4月

１日以降のものについては30.62％にそれぞれ変更されております。

　その結果、繰延税金資産の金額（繰延税金負債の金額を控除した金額）が

101,386千円減少し、当事業年度に計上された法人税等調整額が101,461千円、そ

の他有価証券評価差額金が74千円それぞれ増加しております。

　



（金融商品に関する注記）

１．金融商品の状況に関する事項

（1）金融商品に対する取組方針

当社は、主に不動産賃貸事業を行うための設備投資計画に照らして、必要な資

金（主に銀行借入）を調達しております。一時的な余資は安全性の高い金融資産

で運用しております。

（2）金融商品の内容及びそのリスク

有価証券及び投資有価証券は、主に満期保有目的の債券及び業務上の関係を有

する企業の株式であり、市場価格の変動リスクに晒されております。

　長期借入金（１年内返済予定の長期借入金を含む）は、主に設備投資に必要な

資金の調達を目的としたものであります。

（3）金融商品に係るリスク管理体制

①信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理

有価証券及び投資有価証券のうち、満期保有目的の債券は、資金運用規程であ

る「資金運用方針」に基づき、格付けの高い債券のみを対象としているため、信

用リスクは僅少であります。

②市場リスク（金利等の変動リスク）の管理

当社は、有価証券及び投資有価証券については、定期的に時価等を把握し、ま

た満期保有目的の債券以外のものについては、取引先企業との関係を勘案して保

有状況を継続的に見直しております。

③資金調達に係る流動性リスク(支払期日に支払いを実行できなくなるリスク)

　 の管理

当社は、各部署からの報告に基づき、企画財務部が適時に資金繰計画を作成・

更新し、流動性リスクを管理しております。



２．金融商品の時価等に関する事項

平成28年3月31日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については

次のとおりであります。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるも

のは、次表には含めておりません。（(注２)参照）

（単位：千円）

貸借対照表
計 上 額

時 価 差 額

（1）現金及び預金 6,153,974 6,153,974 ―

（2）有価証券及び投資有価証券

　 ①満期保有目的の債券 13,425,799 13,410,785 △15,014

　 ②その他有価証券 16,570 16,570 ―

資 産 計 19,596,345 19,581,331 △15,014

（1）未払金 3,221,713 3,221,713 ―

（2）長期借入金 2,499,000 2,531,139 32,139

負 債 計 5,720,713 5,752,852 32,139

(注１)金融商品の時価の算定方法並びに有価証券に関する事項

　資 産

（1）現金及び預金

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該

帳簿価額によっております。

（2）有価証券及び投資有価証券

これらの時価について、株式は取引所の価格によっており、債券は取引所の価格

又は取引金融機関から提示された価格によっております。

　負 債

（1）未払金

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当

該帳簿価額によっております。

（2）長期借入金

時価については、元利金の合計額を、新規に同様の借入れを行った場合に想定

される利率で割り引いた現在価値により算定しております。

　なお、１年内返済予定の長期借入金を含めております。



(注２)時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

（単位：千円）

区 分 貸借対照表計上額

①非上場株式 109,000

②関係会社株式 10,000

③長期預り敷金保証金 3,474,933

①非上場株式は、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められる

ため、「（2）有価証券及び投資有価証券」には含めておりません。

②関係会社株式は、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められ

るため、時価開示の対象とはしておりません。

③長期預り敷金保証金は市場価格がなく、かつテナント退去年月が未定であり、将

来キャッシュ・フローを見積もることが出来ず、時価を把握することが極めて困難

と認められるため、時価開示の対象とはしておりません。

（賃貸等不動産に関する注記）

１．賃貸等不動産の状況に関する事項

当社では、東京都内において、賃貸用の物流ビル・事務所ビル等（土地を含

む。）を有しております。

２．賃貸等不動産の時価に関する事項

(単位：千円）

貸借対照表計上額 時 価

20,791,250 71,937,262

(注１)貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額を控除した金額でありま

す。

(注２)当事業年度末の時価は、主要な物件については社外の不動産鑑定士による不

動産調査報告書に基づく金額であります。

(注３)上記については当社が使用している部分を含んでおります。

（関連当事者との取引に関する注記）

　 関連当事者との重要な取引がないため、記載を省略しております。

（１株当たり情報に関する注記）

１．１株当たり純資産額 3,988円28銭

２．１株当たり当期純損失額 246円71銭



（重要な後発事象に関する注記）

物流ビルＢ棟建替え工事の資金として、平成28年4月25日に長期借入金6,250,000

千円を調達致しました。なお、物流ビルＢ棟建替え資金の借入につきましては建替

え予定の土地に抵当権を設定しております。


